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研究成果の概要（和文）：本研究は地域社会において循環器病を持つ対象への再発予防を目的として温熱療法を活用し
た看護プログラムの開発を目指している。本研究は温熱刺激による血管拡張作用、血管内皮機能の向上を看護へ応用し
、脚サウナを3ヶ月間継続使用したサウナ群とコントロール群の睡眠と血管内皮反応について研究結果を得た。対象は
健常な高齢女性20名（67±3才）であった。1ヶ月後、サウナ群は対象群より、血管内皮機能を反映する、コンプライア
ンス、ディスティンシビリティ、上腕脈派伝播速度（bPWV）が改善する傾向を認め、看護プログラムによる結果を得る
ことができた。

研究成果の概要（英文）：This study is aimed at the development of the nursing program utilizing 
hyperthermia for the purpose of prevention of recurrence to the subject with a cardiovascular disease in 
the community. This study vasodilating action due to thermal stimulation, the improvement of vascular 
endothelial function and application to nursing, to obtain the results of a study on sleep and vascular 
endothelial reaction of three months continue to use the older women and the control group the legs 
sauna. Subjects were healthy older women 20 people (67 ± 3 years old). One month later, the sauna group 
than in the control group, to reflect the vascular endothelial function, compliance, distensibility 
capability, upper arm bPWV was improved.

研究分野：看護学
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１．研究開始当初の背景 
（１）循環器病の再発予防をする重要性：
心臓病・脳卒中に代表される循環の異常が
原因で起こる諸臓器の病気を循環器病とい
い、日本人の死因の 2 位が心臓病、3 位が
脳卒中であり、これらの総数、つまり循環
器病で亡くなる方の数は、1 位のがんとほ
ぼ同数である。循環器病の原因である動脈
硬化を予防し血管及び全身状態の改善に向
けた看護プログラム開発、およびその研究
は有意義であると考える。 
(２）サウナによる温熱効果とその活用に
関する研究の動向：循環器病の治療に関す
るガイドライン（日本循環器学会）におい
て、サウナによる温熱効果は、慢性心不全
の非薬物療法、和温療法として採用され、
血管内皮機能の改善が認めらており、閉塞
性動脈硬化症の治療としても活用されてい
る。血管内皮機能向上のためには深部体温
の 1.0～1.2℃の上昇が必要であるとされ
ており、研究者らの調査では、脚を温める
部分サウナにおいては約 0.4℃、頸部下ド
ームサウナでは約 0.8℃深部体温の上昇を
確認している。深部体温上昇が 0.4℃では
あるが、体温上昇が可能であり、安全性と
簡便性を備えた脚温サウナを用いて循環器
病の再発予防に向けた検討を行うこととし
た。 
 
２．研究の目的 
循環器病患者が遠赤外線脚温サウナを継
続使用することによって血管内皮機能及び
末梢循環を改善させ、疾患の再発予防と良好
な QOL の維持・向上に貢献する治療的看護
プログラムを開発することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
 
 第 1 段階：若年者と高齢者の脚サウナによ
る生理心理反応の比較を行い、高齢者へ脚サ
ウナを実施するための安全性を確認する。 
評価項目として、熱対流型深部体温(DT)、
収縮期血圧（SBP）、拡張期血圧（DBP)、脈拍
(PR)、 血管内皮機能（FMD：Flow-Mediated 
Dilatation)、 SpO2、  温冷感（Thermal 
sensation (TS)）、温熱的快適感（Thermal 
comfort (TC)）を測定した。 
 
 第 2段階：脚温サウナ 3ヶ月連続使用看護
ケアプログラムを作成し、高齢女性 20 名を
対象（対象群 11 名）にプログラムを実施し
評価した。脚サウナを継続使用した際の、1
ヵ月後、2 ヵ月後、3 ヵ月後の血管内皮機能
（FMD）、QOL（SF-8)、および睡眠質問調査（セ
ントマリー病院睡眠質問表：SMH とピッツバ
ーグ睡眠質問表（PSQI））を調査した。 
 
４．研究成果 
 第 1段階：脚サウナは膝から下を遠赤外線
によって温熱環境に曝露するものである。先

行研究で脚サウナによって足部を温めるこ
とによる睡眠やリラクゼーションの効果は
認められている。脚サウナ温度は庫内 45℃で、
15 分間実施した。その後も庫内に足部を入れ
たまま、電源を切って 30 分間全身を保温し
た。いずれも１人の被験者に対して 1回実験
を行い、安全性を確認した。一度の実施で、
高齢者では約 1.1℃、若年者では約 0.6℃の
深部体温上昇がみられた。血圧、心拍数は変
動がなく循環動態への影響は少ないことが
確認できた(図１、図２) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
第 2 段階：1 ヶ月後、サウナ群はコントロー
ル群より、血管内皮機能を反映する、コンプ
ライアンス(図３)、ディスティンシビリティ、
上腕脈派伝播速度（bPWV）が有意に改善した
（p<0.05）。 
1 ヵ月後、2ヵ月後、3ヵ月後の血管内皮機
能（FMD）、QOL（SF-8)、および睡眠質問調査
においては有意な変化は認めなかった（図
４）。サウナ実施群の全体的な意見として、
「温かく良く眠れる」と言う答えは多かった
が、温冷感および睡眠指標に有意な変化は認
めなかった。 
 
 

図１：深部体温の変化：深部体温は、高齢
者では約 1.1℃、若年者では約 0.6℃、安静
時平均体温より上昇した（p<0.05） 

図２：心拍数の変化：心拍数の有意な変動
はなかった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３：ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの 3 ヶ月間の変化…１ヵ月
後のみ有意に拡張した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図４：FMD の 3 ヶ月間の変化…FMD の有意な
変化は認めなかった。 
 
今回、高血圧、脳卒中などの循環器病の既
往がある対象へ、遠赤外線脚温サウナを継続
使用することによって血管内皮機能及び末
梢循環の改善について検討した。脚温サウナ
を使用してのプログラム開発までは実施で
きたと考えるが、今後、それぞれの疾患や個
別性についても考慮した分析とデータの収
集を継続して行い、看護への応用を検討して
いく予定である。 
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